
 

- 1 - 

 

Japan Transport Safety Board 

 

 

 

鉄道事業者名：東海旅客鉄道株式会社 

事 故 種 類：踏切障害事故 

発 生 日 時：平成３０年１０月３日 １６時１０分ごろ 

発 生 場 所：長野県飯田市 

飯田線 元善光寺
もとぜんこうじ

駅～伊那
い な

上郷
かみさと

駅間（単線） 

宮前
みやまえ

踏切道（第４種踏切道：遮断機及び警報機なし） 

豊橋駅起点１３３ｋ４９９ｍ付近 

＜概要＞ 

駒ヶ根駅発豊橋駅行き上り第５６２Ｍ列車が、元善光寺駅～伊那上郷駅間を速度約

５３km/h で走行中、同列車の運転士は、宮前踏切道に進入してきた歩行者を認め、非

常ブレーキを使用し気笛を吹鳴し続けたが、同列車は同歩行者と衝突した。 

この事故により、同歩行者が死亡した。なお、同歩行者は視力・聴力に問題はなか

ったが、精神的に不安定な状態であり、病院に入院中であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜原因＞ 

・本事故は、踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道である宮前踏

切道に列車が接近している状況において、歩行者が同踏切道内に進入したため、列車

と衝突したことにより発生したものと認められる。 

・列車が接近している状況において歩行者が同踏切道内に進入した理由については、

歩行者が死亡していることから、明らかにすることはできなかった。 

 

＜事故後に講じられた措置＞ 

・宮前踏切道は、隣接する座光寺踏切道を拡幅して歩道を設置する工事に合わせて、

平成３１年２月４日より通行止めとなっており、同年６月末に廃止予定である。 

 

詳細は、運輸安全委員会ホームページ（http://www.mlit.go.jp/jtsb）より、 

鉄道事故調査報告書をご覧ください。 

鉄道事故調査報告書〔概要版〕 

 

 

～第４種踏切において発生した、列車と歩行者との衝突による死亡事故～ 

＜踏切からの上り列車の見通し状況＞ 

市場踏切道 

元善光寺駅方 

伊那上郷駅方 

座光寺踏切道 

＜宮前踏切道の状況＞ 

踏切警標 

規制標識（二輪の自動車以外の自動車通行止め） 

踏切注意柵 

転落防止柵 

補助標識（軽自動車及び小型特殊自動車を除く） 
列車進行方向 


